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5. コロンビアの体質 10 天理教コロンビア出張所長

清水直太郎 NaotaroShimizu 

おもてなしの親切

「コロンビア人がスペインから引き継いでいる好ましい伝統

的高貴な習慣の一つに 《歓迎、温かく迎えること》がある。と

くに外国人に対して好意的に受け入れる精神的な一面がそうで

ある。それは外国人に満足を与えると同時に、コロンビア人自
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身もまた、気持ちの上で満足しているのである。」

コロンビア人の家を訪ねると、「入れよ、よく来た、くつろ

いでね」と、例外なく彼らは言う。とにかく自分の住まいに連

れて行くのが常である。普通の一般家庭でも、少し低所得階麿

の 「大衆的」家庭であっても、彼らは家の中のすべてを見せな

がら案内し、食事の時間外でも「食べていけよ」と誘う。提供

する食事は決してご馳走とか特別なモノではない。

筆者は留学時代、知人の家を訪ねた。出された食事は、ジャ

ガイモと油ご飯（コロンビアでは米を炊く場合、塩とオイルを

入れる）だけであったが、その味はいまだに忘れない。多くの

外国人にとって「居心地の良い」国、それがコロンビアである。

＊ネガティブなイメージとのギャップ

「コロンビア人は歴史的には地域の違い、社会不安、政治的

分裂（保守党と自由党の抗争など）の中を生きてきたが、外国
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人に対しては歓待を示す。」

21世紀に入っても、いまだコロンビアのイメージは世界では

あまりよくない。それはいわずもがな、 1950年代前後の 「バイ

オレンス時代」や 80年代～ 90年代の麻薬抗争やゲリラ、パラ

ミリタリー（右翼武装組織）という「バイオレンス国家」という

過去の歴史からのイメージがあり、恐ろしい国（治安が悪い）の

一つとして知られているからである。だからこそ、外国人はこの

厚い歓待、友情に出会うと面くらう。その意外性も手伝ってか、

外国人も現地の人に同化して楽しむことが出来る国なのである。

＊受け入れ

コロンビアは海外からの難民にも寛大である。数年前から治安

の悪さで国外へ難民が流失しているハイチに対してもそうだ。と

りわけ 2021年2月のモイーズ大統領暗殺以来、特にコロンビア

はハイチからの難民を受け入れている。ハイチの難民たちは、コ

ロンビアを通り、エクアドルもしくはパナマから米国を目指して

いるが、果たして米国が移民を受け入れるかどうか・..…。

同じく 2021年8月、タリバンが新政権を取ったアフガニス

タンからの難民も受け入れた。一時的であるにせよ、政治的な

背景があるにせよ、これもコロンビア人気質の歓待性と関係が

あるのではないか、と強引だけれどもそう感じた。

見た目

コロンビア人は 「見た目」を気にする、というか見た目でモ

ノの基準を図る傾向が強いと感じている。すなわち、綺麗なモ

ノは良い、汚いモノは悪い。自分のことが、他からみたらどう

映るか、見えるかというのは日本人以上かもしれない。日本人

は 「世間体・世間様」が幅をきかし、一応の行動基準になって

いる。以前「大きいことは良いことだ」というコマーシャルが

あったことを思い出した。1967年（昭和43年）森永エール《Yell》

チョコレートの宣伝だった。作曲家・指揮者の山本直純氏がチョ

コレート持って指揮をして、大勢の人たちが「大きいことはい

いことだ！おいしいことはいいことだ！」と歌っている CMだ。

大きい＝良いというのは、あの「舌切り雀」の欲の深いおばあ

さんと同じ発想だと思った。

＊おしゃれ

コロンビア人は男女とも「おしゃれ」にこだわる（もちろん

社会階層にもよる）。「おしゃれ度」はどういう具合に調査する

のかと考えていたら、興味深い資料を見つけた。「コロ ンビア

人はラテンアメリカの中で一番のおしゃれで信仰心が篤い」と

いうラジオ局が調べたデータがあった。主要都市（ボゴタ、メ

デジン、バランキージャ、カリ、ブカラマンガ、ペレイラ）の

消賀者に対してのアンケート調査だ。

それによると「衣」が生活で一番大事だと答えたのはコロン

ビア人の 98％もいる （ラテンアメリカの平均が 65%）。鏡を見

て自分を映すのが好きだというのは、コロンビア人 82% （ラテ

ンアメ リカ 71%)。自分の容姿に自信があるというのは、コロ

ンビア 98% （ラテンアメリカ 82%）。自分を魅力的だと思うの

は、コロンビア 68% （ラテンアメリカ 58%）。また、容姿とは

関係ないが、家庭での物事を決める基準は子供たちの嗜好によ

ることが多いというのは、コロンビアでは 93% （ラテンアメリ
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カでは 53%)だそうだ。「子供カワイイ」が際立っている。

＊整形手術

外見重視というとやはり整形手術が関係していると思い、調べ

てみると、件数はやはり人口の関係上中国や米国が上位をしめて
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おり、日本が世界 4番目、コロンビアは 8番目である。が、人口

千人あたりの美容整形手術の件数で見てみると、コロンビアは 5

番目で、日本は 9番目であり、ちなみに中国は 24番目になって

いる。整形といっても様々だが、注目はブラジルが件数も頻度も、

それぞれ第2番目と第3番目で整形大国ということだ。

形式主義

見た目が大事ということは形式を重視することに繋がる。コロ

ンビアでは人だけではなく、いろいろなところで「形」を重視する。

「この現象はまさに我々の民主主義体制の中にあっても見られる。

司法や宗教はじめ専門分野の知識上でも、それぞれの本質よ り外

部の形式、例えば、手続きでの書類、シンボルマーク、儀式や証
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明書など、中身より形の方に優位性をおいている」。

形式主義の長所 ・短所というのは様々であるが、形さえ整え

ておけば良いのだというのが長所だとすると、条件が揃わなく

も形を整えなければならないのが短所ということになろう。先

日の空手道の県大会での話である。審判として参加したのだが、

県連盟（バージェ県空手道連盟）から審判全員に高品質マスク

「N-95」と携帯用のアルコールが配布された。「連盟も気前がい

いね。さすが衛生対策をしっかり考えている証拠だ」と感心し

た。「さあ、審判の皆さん、写真とりますよ、ちゃんとマスクして、

手にはアルコール消毒スプレー持ってね！ 」とにっこり、ポーズ。

写真を取り終わったら、 「ハイ、回収！」。全員「？ ？ ？」となっ

た。国や県庁に対する県連盟のみごとな「形式主義」であった。

妙なところにこだわり、賢く抜け目なさを出すのがこの国の

流儀かもしれない。
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